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税務課市民税係　鈎0824―73―1146

住民税

３段階の税率が、一律10％（県民税４％・市民税６％）に統一されます。
この改正により、大多数の方の住民税が増えます。

所得税

200万円以下の金額

10％700万円以下の金額

700万円超の金額

※平成19年度の住民税（平成19年6月）から適用。

13％

10％ 一律

5％

　平成19年分所得から適用され、４段階の税率が６段階に細分化されます。その税率
は、所得税と住民税を合わせた税負担が変わらないように設計されています。
　この改正により、大多数の方の所得税が減ります。

　税源移譲は、所得税から住民税への税源の移し替えなので、「所得税＋住民税」の負担は、基本的に
変わらないようにされています。

今回の税源移譲による税負担の総額は変わりませんが、定率減税が廃
止されることにより、負担額は増加します。

●所得税　平成18年分所得　税額の10％を減額（上限12万5千円）
　　　　　平成19年分所得　廃止
●住民税　平成18年度（18年6月～）　税額の7.5％を減額（上限2万円）
　　　　　平成19年度（19年6月～）　廃止

定率減税の廃止

【現　行】 【改正後】

（課税所得） （標準税率）（課税所得）（標準税率）

平成19年からあなたの「住民税・所得税」が変わります。
　地方分権の推進のための「三位一体改革」に基づく「税源移譲」が、平成19年から実施されます。
住民税と所得税の税率を変えることにより、約３兆円の税源が、国から地方へ移譲されます。

●
気
温
が
上
昇
し
た
場
合
、屋

根
に
雪
が
残
っ
て
い
る
建
物

付
近
で
は
、屋
根
か
ら
の
雪
ず

り
や
つ
ら
ら
の
落
下
に
気
を

つ
け
る
。

●
道
路
の
除
雪
作
業
中
の
車

に
は
近
寄
ら
な
い
。

●
雪
道
や
凍
結
し
た
道
路
な

ど
は
滑
り
や
す
い
の
で
、転
倒

し
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

●
一
人
で
作
業
し
な
い
。

●
屋
根
に
上
が
る
時
は
必
ず

命
綱
を
着
用
し
、滑
り
に
く
い

履
物
を
は
く
。

●
屋
根
の
上
り
下
り
の
際
に

は
し
ご
を
使
用
す
る
場
合
は
、

必
ず
固
定
す
る
。

●
作
業
の
際
に
は
、屋
根
の
下

の
通
行
人
や
子
ど
も
に
注
意

す
る
。

　
住
家
が
積
雪
で
危
険
に
な

っ
た
場
合
は
、自
主
的
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。避
難
す
る
場
合

は
、
近
所
に
声
を
か
け
、
庄
原

地
域
は
総
務
課
、そ
の
他
の
地

域
は
各
支
所
地
域
振
興
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。避
難
所
は

学
校
や
公
民
館
な
ど
を
設
定

し
ま
す
が
、詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
の
上
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
雪
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
】

　
平
成
18
年
豪
雪
で
は
、屋
根
か
ら
の
雪
ず
り
に
よ
る
被
害
や
、

屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業
中
の
事
故
な
ど
が
多
発
し
ま
し
た
。今

後
予
想
さ
れ
る
積
雪
に
際
し
、事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
次
の

よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
落
雪
な
ど

②
屋
根
の
雪
下
ろ
し

③
そ
の
他

全
国
大
会

市
大
会
な
ど

庄原あっぱれ!あっぱれ!
　全国レベルの大会出場者、全国・
県レベルの大会、市が主催する
各種大会などの上位入賞者を
掲載します。

該当する方の情報は情報推進課広報統計係（鈎0824―73―1159）までお寄せください。

3 12 3 広報しょうばら　2007.1

高
円
宮
杯
第
18
回
全
日
本
ユ
ー

ス（
U-

15
）サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大

会
出
場

�
12
月
10
日
�
鳥
栖
�
�
�
�
�
�

天
野
亮
輔
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
小

奴
可
中
3
年
�

第
55
回
庄
原
市
ス
タ
ー
式
駅
伝

�
12
月
3
日
�
庄
原
市
総
合
体
育

館
前
発
着
�

�
中
学
校
�
部�
21
�
�
�
�

優
�
勝
�
十
日
市
中
�

準
優
勝
�
十
日
市
中
�

第
3
位
�
庄
原
中
�

�
中
学
校
女
子
�
部�
5
�
�
�
�

優
�
勝
�
庄
原
中
�

準
優
勝
�
西
城
中

第
3
位
�
庄
原
中
�

�
職
域
�
部�
16
�
�
�
�

優
�
勝
�
庄
原
赤
十
字
病
院
�

準
優
勝
�
庄
原
消
防
署
�
�
�

第
3
位
�
三
次
市
役
所
�

�
一
般
�
部�
11
�
�
�
�

優
�
勝
�
�
�
�
�
�
�
�
�

準
優
勝
�
甲
奴
郡
陸
友
会

第
3
位
�
96
年
会

�
一
般
女
子
�
部�
4
�
�
�
�

優
�
勝
�
広
島
瀬
戸
内
高
校
�

準
優
勝
�
県
立
広
島
大
学
�
�

第
3
位
�
特
別
養
護
老
人
�
�

�
相
扶
園

第
26
回
口
和
走
ろ
う
会
・
駅
伝

大
会

�
11
月
23
日
�
庄
原
市
役
所
口
和

支
所
発
着
�

�
町
内
一
般
�
部�
11
�
�
�
�

第
�
位
�
�
�
�
村
�
�
�
�

第
�
位
�
三
次
消
防
署
口
和
出

張
所

第
�
位
�
�
�
�
村
�
�
�
�

�
町
外
一
般
�
部�
11
�
�
�
�

第
�
位
�
三
次
高
校
陸
上
部
�

第
�
位
�
三
次
高
校
陸
上
部
�

第
�
位
�
庄
原
格
致
高
校

�
中
学
生
男
子
�
部�
11
�
�
�
�

第
�
位
�
三
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学
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�
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総
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学
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�

第
�
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学
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中
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生
女
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�
�
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第
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中
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第
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坂
中
学
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第
�
位
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口
和
中
学
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庄
原
市
人
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品

�
11
月
26
日
�
庄
原
市
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
標
語
�
部�
応
募
881
作
品
�

最
優
秀
賞

實
兼
�
彩�
峰
田
小
6
年
�

標
語
�
�
�
�
�
�
�
人
�
悲

�
�
�
分
�
�
人
�

優
秀
賞

山
﨑
隆
輝�
小
奴
可
小
1
年
�

稲
垣
花
音�
東
城
小
1
年
�

八
島
啓
輔�
上
谷
小
1
年
�

山
根
大
輝�
板
橋
小
2
年
�

信
清
喬
皓�
総
領
小
2
年
�

笹
尾
亮
太�
東
城
小
3
年
�

田
邊
貴
史�
峰
田
小
3
年
�

神
田
�
経�
粟
田
小
4
年
�

山
本
佳
歩�
八
幡
小
4
年
�

米
花
美
穂�
八
幡
小
5
年
�

堀
田
真
奈
美�
上
谷
小
5
年
�

吹
寄
純
香�
永
末
小
5
年
�

上
尾
未
憂�
総
領
小
5
年
�

上
貝
拓
也�
西
城
小
6
年
�

堀
江
健
也�
高
野
小
6
年
�

宮
原
大
地�
口
和
中
1
年
�

谷
口
春
奈�
総
領
中
1
年
�

牛
本
皐
月�
高
野
中
1
年
�

松
島
翔
太�
高
野
中
2
年
�

土
橋
友
香�
東
城
中
3
年
�

秋
山
智
樹�
総
領
中
3
年
�

新
宅
涼
枝�
口
和
�

�
作
文
�
詩
�
部�
応
募
57
作
品
�

最
優
秀
賞

熊
澤
祐
季
�
庄
原
養
護
学
校
高

等
部
�
年
�

題
名�
�
�
�
�
�
�
�

優
秀
賞

奥
井
美
穂�
庄
原
中
2
年
�

段
�
真
実�
総
領
中
2
年
�

�
絵
画
�
詩
画
�
�
�
�
�
�
写
真
�

�
�
�
�
�
部�
応
募
10
作
品
�

最
優
秀
賞

田
川
小
学
校
児
童
会

作
品
名�
願
�
�
込
�
�
�

優
秀
賞

部
落
解
放
同
盟
庄
原
市
協
議
会

高
校
生
友
�
会
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庄原市スター駅伝

口和走ろう駅伝大会

人権作品




